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映像で連合の歴史を振り返る出席者

全議案承認されました

渋木新副事務局長の初仕事。カンパ金を皆さんからいただきました。 感謝の気持ちを新潟市中央陸上競技協会へ

小嶋顧問の乾杯あいさつ

議
長
団

連 合 新 潟
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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！
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11月の主な活動

	 5日	連合新潟
	 	　第29回定期大会

	 9日	第31回連合新潟
	 		 女性委員会総会
	 	第31回連合新潟
	 		 青年委員会総会
	 	医療部門連絡会
	 		 交流研修会　　

	18日	第1回四役会議

	19日	産業労働懇談会

	23日	2019ワークルール検定

	26日	第1回執行委員会

スローガン

｢

私
た
ち
が
未
来
を
変
え
る 

～
安
心
社
会
に
向
け
て
～

　
新
た
な
運
動
の
構
築
と
更
な
る
地
域
運
動
の
展
開｣

連合新潟第29回定期大会
結成30周年レセプション開催

　

11
月
５
日
、
連
合
新
潟

結
成
30
周
年
の
第
29
回
定

期
大
会
を
新
潟
市
・
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
新
潟
で
開
催
し
、
各
構

成
組
織
な
ど
か
ら
１
７
９

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
沿
っ
て
、「
す
べ
て

の
働
く
仲
間
を
ま
も
り
、

つ
な
ぐ
た
め
の
集
団
的
労

使
関
係
の
追
求
と
社
会
に

広
が
り
の
あ
る
運
動
の
推

進
」「
安
心
社
会
と
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
ま

も
り
、
創
り
出
す
運
動
の

推
進
」「
男
女
平
等
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
た
『
真
の

多
様
性
』
が
根
付
く
職

場
・
社
会
の
実
現
」
な
ど

を
柱
と
す
る
向
こ
う
二
年

間
の
新
運
動
方
針
を
決
め

る
と
と
も
に
役
員
改
選
を

行
い
、
副
会
長
に
は
渡
邉

貴
裕
さ
ん
（
電
力
総
連
）、

五
十
嵐 

隆
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ

労
組
）、
今
井 

秀
さ
ん

（
情
報
労
連
）、
女
性
枠

と
し
て
松
長
浩
子
さ
ん

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
を
そ

れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

新
任
の
専
従
役
員
と
し
て

副
事
務
局
長
に
は
、
渋
木

俊
哉
さ
ん
（
電
力
総
連
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

牧
野
会
長
か
ら
は
、
自
然
災

害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

の
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後
、

「
組
織
拡
大
」「
安
心
社
会
」「
政

治
課
題
」
に
つ
い
て
述
べ
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
連
携
・
協
力
を

構
成
組
織
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
会
来
賓
は
、
連
合
本
部
、

新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
、
新
潟

県
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
、
立

憲
民
主
党
新
潟
県
連
合
、
国
民

民
主
党
新
潟
県
連
、
社
民
党
新

潟
県
連
合
の
代
表
者
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
全
８
議
案

が
全
て
承
認
さ
れ
、
意
見
・
要

望
は
、
公
立
病
院
再
編
に
伴
う

課
題
、
県
財
政
に
関
わ
る
労
働

条
件
に
関
わ
る
課
題
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
課
題
、

次
期
衆
議
院
選
挙
に
関
わ
る
課

題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行
部

よ
り
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

終
盤
の
退
任
役
員
表
彰
で
は
、

長
年
の
功
績
を
讃
え
て
、
前
副

会
長
の
米
山
哲
也
さ
ん
（
電
力

総
連
）、
関
川 

武
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ

労
組
）、
池
田
浩
昭
さ
ん
（
情

報
労
連
）、
小
室
千
代
子
さ
ん

（
交
通
労
連
）
の
４
人
と
前
会

計
監
査
の
加
藤
勝
巳
さ
ん
（
紙

パ
連
合
）
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
30
周
年
の
特
別
表
彰

と
し
て
、
第
一
回
大
会
か
ら
勤

労
者
駅
伝
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
新
潟
市

中
央
陸
上
競
技
協
会
、
新
潟
大

学
医
学
部
陸
上
競
技
部
に
記
念

品
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
大
会
宣
言
」
を
満

場
一
致
で
採
択
し
、
牧
野
会
長

の｢

団
結
が
ん
ば
ろ
う｣

で
閉

会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場

に
て｢

結
成
30
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン｣

を
開
催
し
、
逢
見

連
合
本
部
会
長
代
行
、
中
原
新

潟
市
長
、
経
済
団
体
、
友
誼
団

体
、
友
好
団
体
、
連
合
新
潟
推

薦
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

新
潟
市
議
会
議
員
、
歴
代
役
員

な
ど
を
来
賓
に
迎
え
、
お
よ
そ

３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

2020～2021年度連合新潟役員一覧
役　　職 氏　　名 構成組織 備　　考

会　　　長 牧野　茂夫 Ｊ Ｐ 労 組 専従
副　会　長 齋藤　悦男 自 治 労

砂長　　勉 ＵＡゼンセン
片原　匡郁 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟
八木　克洋 日 教 組
山崎　雅彦 電 機 連 合
渡邉　貴裕（新） 電 力 総 連
五十嵐　隆（新） Ｊ Ｐ 労 組
小熊　　勇 交 通 労 連
今井　　秀（新） 情 報 労 連　
松長　浩子（新） ＵＡゼンセン （女性枠）
小林　礼子 日 教 組 （女性枠）

事 務 局 長 小林　俊夫 電 機 連 合 専従
副事務局長 筒井　泰樹 ＵＡゼンセン 専従

渋木　俊哉（新） 電 力 総 連 専従
桑原　典子 ＵＡゼンセン 専従

執 行 委 員 久志田　実 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 専従（下越地協）
川﨑　　晃 自 治 労 専従（新潟地協）
本間真佐栄 交 通 労 連 専従（佐渡地協）
渡辺　　治 連 合 新 潟 専従（県央地協）
小林　　守 情 報 労 連 専従（中越地協）
西巻　淳一 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 専従（柏崎地協）
早川　英雄 交 通 労 連 専従（上越地協）
皆川　正裕 自 治 労
齋藤　政敏 ＵＡゼンセン
遠藤　　丞 日 教 組
田辺　綱男 自 動 車 総 連
山際　輝久 基 幹 労 連
丸山　敏明 運 輸 労 連
菊地　史仁 Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
丸山さつき Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 （女性枠）
小山　泰子 電 力 総 連 （女性枠）
竹内喜久恵 Ｊ Ｐ 労 組 （女性枠）
川瀬美由紀（新） 運 輸 労 連 （女性枠）
小嶋　美保 全 労 金 （女性枠）
高橋奈緒美 情 報 労 連 （女性委員会枠）
山田　隆之 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 （青年委員会枠）

会 計 監 査 佐藤　考実（新） 紙 パ 連 合
金子　　敬 ヘルスケア労協
小島　正吏 全 水 道

新
任
あ
い
さ
つ

　

連
合
新
潟
第
29
回
定
期

大
会
に
お
い
て
、
副
事
務

局
長
に
就
任
し
ま
し
た
渋

木
で
す
。
地
域
で
働
く
皆

さ
ま
の
気
持
ち
を
第
一
に

考
え
、
地
域
労
働
運
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
皆
さ
ま
か

ら
の
運
動
へ
の
積
極
的
な

参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副事務局長
渋木　俊哉
（電力総連）

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
連
合

／
連
合
新
潟
の
30
年
を
振
り
返

る
映
像
か
ら
始
ま
り
、
牧
野
会

長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓

あ
い
さ
つ
、
小
嶋
顧
問
か
ら
の

乾
杯
の
発
声
の
の
ち
、
新
潟
市

中
央
陸
上
競
技
協
会
へ
の
特
別

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
中
盤
に
は
台
風

19
号
に
よ
る
被
災
地
へ
の
支
援

カ
ン
パ
が
行
わ
れ
、
１
５
４
、

７
９
４
円
の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

＊
大
会
の
牧
野
会
長
あ
い
さ

つ
に
関
し
て
は
、
連
合
新
潟
Ｈ

Ｐ
で
全
文
（
原
稿
文
）
を
掲
載

中
。

閲覧下さい



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）

お申込みは、
ネットカンタン仮申込から

新潟ろうきん 検索

インターネットから
お申込みするだけで金利引下げ！

ろうきん

教育ローン

※2019年9月1日以前に「ネットカンタン仮申込」経由で仮申込いただいた方
も対象となります。●2020年1月に抽選を行い、賞品の発送をもって当選発
表とさせていただきます。●詳しくは店頭へお問い合わせください。

実施中

新潟ろうきん
●休業日=月～金の祝日（振替休日含む）、5月3日～5日、12月31日～1月3日 ※1月4日、5日が土・日曜日の場合は休業日となります。

（受付時間9：00～17：00）

インターネット「ネットカンタン仮申込」経由※で期間中に
ろうきん教育ローンを新規ご契約いただいた方にプレゼント！

一括借入型を
10万円以上新規ご契約の方

抽選でびゅう商品券
5,000円分プレゼント

そのつど借入型（カード型）
を新規ご契約の方

もれなく図書カード
500円分プレゼント

ろうきん

合計
100名様

実施期間｜2019年9月2日（月）～2019年12月30日（月）

連　　　合　　　新　　　潟

▲

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

　
　
　

録
音
中

女性委員会・新旧役員

新役員へタスキをつなぐ　

女性委員会の歴史を語る
小林真千子さん

連合
新潟 土曜労働相談会 12月は14日に開催

0%

0%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

比べてみないと
何とも

特にないと思う

おかしな点が
ある

12月
20日
㈮

�
14時

50分

ＰＲ
組織
全�水

�道

12月
６日
㈮

�
14時

50分

ＰＲ
組織
ＪＰ
労組

ＦＭ新潟に
出演するヨ !!

誰が出るのかは
おたのしみに！

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2019年11月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第345号

　

企
業
に
も
生
存
率

と
い
う
も
の
が
あ
る

と
聞
く
。
そ
の
数
値

は
起
業
後
、
１
年
間

の
生
存
率
は
40
％
、

20
年
で
わ
ず
か
０
・

３
％
、
30
年
以
上
生

存
す
る
企
業
は
な
ん
と
０
・
02
％
で
、

生
き
残
る
の
は
奇
跡
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
。
連
合
が
30
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
30
年
前
と
比
べ

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変

し
て
い
る
が
、
労
働
組
合
と
し
て

の
信
義
は
変
え
て
は
な
ら
な
い
。

労
組
不
要
論
な
ど
と
言
わ
れ
る
時

代
だ
が
、
じ
ゃ
あ
、
い
っ
た
い
誰

が
労
働
者
を
守
る
の
だ
？
さ
あ
、

み
ん
な
で
次
の
奇
跡
を
起
こ
し
に

行
こ
う
！ 

（Light

）

10月ホームページアンケート結果発表
質問：10月のアンケートは『雇用形態間で不合理な待
遇差を感じますか？』でした。
　結果は見てのとおりです。誰もが日ごろ仕事をする中
で感じていることなのでしょう。急速に拡大した非正規
雇用がその一因となっていることは言うまでもありませ
んが、会社や職場ごとに待遇差は異なっています。完璧
はないにして、それでもできるだけ公平な環境を整える
ために労働組合がしっかりそれをチェックして不合理な
部分を正していきましょう。
　さて、11月のHPアンケートは、『災害ボランティア』
に関してです。連合新潟ホームページからの投票をお待
ちしています！

新
潟
県
予
算
編
成
に
向
け
た

要
請
行
動

さ
ら
な
る
活
動
の
前
進
と

仲
間
作
り
に
向
け
て

女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会
総
会
開
催

　

10
月
18
日
、
連
合
新
潟
は
花

角
知
事
に
、「
２
０
２
０
年
度

新
潟
県
予
算
に
関
す
る
施
策
要

望
書
」
を
手
渡
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

10
分
野
29
項
目
に
わ
た
る
施

策
の
要
望
に
加
え
、
牧
野
会
長

か
ら
は
近
年
増
加
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
を
要
請
し
た
ほ
か
、

財
政
難
を
理
由
と
し
た
県
職
員

の
給
与
削
減
提
案
に
つ
い
て
、
財

政
難
に
至
っ
た
原
因
と
責
任
を

明
確
に
し
、
安
易
な
人
件
費
削

減
を
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

参
加
の
副
会
長
か
ら
も
教
育

　

女
性
委
員
会
は
11
月
９
日
、

新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
で
第
31
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
度
の
活
動

方
針
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
社
会
の
実
現
、
男
女

予
算
の
確
保
や
、
厚
労
省
か
ら

出
さ
れ
た
公
立
病
院
再
編
に
つ

い
て
の
地
域
事
情
へ
の
配
慮
、

ま
た
医
療
・
介
護
現
場
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
威
嚇
行
為
へ
の
県

と
し
て
の
対
策
を
求
め
た
こ
と

に
加
え
、
女
性
が
よ
り
活
躍
し

て
い
け
る
取
り
組
み
の
醸
成
な

ど
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

花
角
知
事
か
ら
は
、
働
き
方

改
革
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
実
現
し
、
幸
せ
な
生

き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現
と

い
う
目
指
す
目
標
は
一
緒
だ
と

思
う
の
で
、
要
望
に
つ
い
て
は

連合新潟推薦候補者　選挙結果
■ 五泉市議会議員選挙

投開票日 10月20日（定数20）○は当選順位

当選（５）　熊 倉 　 政 一　　901票 ⑫
当選（初）　佐 藤 　 良 徳　　780票 ⑰

＊有権者数 42,816人　投票者数 24,356人　投票率 56.89％
ご支援、ご協力に感謝いたします。

ありがとうございました。

関
係
部
署
と
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
検
討
し
た
い
と
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
今
後
も
行
政

や
経
済
団
体
な
ど
へ
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
に

向
け
た
要
請
行
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

2020年度

　

10
月
19
日
、
柏
崎
市
・
柏
崎

市
民
プ
ラ
ザ
に
て
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー

10
・
19
新
潟
集
会
を
開
催
し
、

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と

は
「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

10
月
７
日
に
国
際
労
働
組
合
総

連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
の
呼
び
か

け
で
世
界
一
斉
行
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
連
合
新

潟
女
性
委
員
と
Ｊ
Ｐ
労
組
よ
り

実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性

委
員
会
の
芳
賀
委
員
か
ら
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅
や
働
き
方

改
革
を
契
機
に
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
の
向
上
な
ど
を
訴
え

た
後
に
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中
越
支
部

の
長
澤
さ
ん
は
同
一
労
働
同
一

賃
金
に
む
け
た
均
等
・
均
衡
待

遇
に
よ
る
組
合
員
の
処
遇
引
き

下
げ
の
現
状
な
ど
、
組
織
の
課

題
や
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

訴
え
ま
し
た
。

働
き
が
い
、
あ
り
ま
す
か
？

結成30周年記念企画

連合新潟
ラジオＣＭ

　

集
会
後
は
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー

ク
に
よ
り
、
柏
崎
市
民
へ
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

周
知
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

連
合
加
盟
組
織
の
産
業
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
職

場
以
外
の
産
業
に
お
け
る
課
題

や
実
態
を
認
識
す
る
こ
と
が

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」

の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
周
り
の
働
く

人
達
へ
も
意
識
を
む
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
社
会
活
動
の
推
進

な
ど
を
確
認
し
、
女
性
活
動
の

充
実
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
連
合
新

2020年度青年委員会・女性委員会新役員

役　　職
青年委員会 女性委員会

氏　名 構成組織 氏　名 構成組織

委 員 長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 高橋奈緒美 情 報 労 連

副 委 員 長
徳橋　和人 日 教 組 小林　礼子 日 教 組

関川　貴大 自 治 労 丸山さつき ＪＡＭ新潟

事 務 局 長 山上　　翼 Ｊ Ｐ 労 組 堂込麻紀子 ＵＡゼンセン

事務局次長 藤田　祥貴 電 力 総 連

委 員 弓納持　綾 ＵＡゼンセン 小笠原朋子 日 教 組

委 員 木村　亮智 日 教 組 木村　千絵 ＪＡＭ新潟

委 員 青栁　直樹 電 機 連 合 渡邉　早紀 電 機 連 合

委 員 中川　洋平 自動車総連 宮下　奈緒 電 力 総 連

委 員 廣瀬　亮一 交 通 労 連 芳賀　朋子 Ｊ Ｐ 労 組

委 員 今津　晴高 全 労 金 石山　佳代 全 労 金

委 員 梁取　　聡 自動車総連

委 員 笠原　　将 基 幹 労 連

委 員 小黒　一慶 情 報 労 連

委 員 井野元康汰 紙 パ 連 合

潟
女
性
委
員
会
の
初
代
委
員

長
・
小
林
真
千
子
さ
ん
を
迎
え
、

女
性
委
員
会
設
立
の
経
緯
と
当

時
の
女
性
の
労
働
環
境
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
、
今
後
の
活

動
に
向
け
た
エ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
で
青
年
委
員
会
第
31
回

総
会
を
開
催
し
、
代
議
員
と
役

員
を
合
わ
せ
47
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
２
０
２
０
年

度
活
動
方
針
・
予
算
な
ど
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
働
く
仲
間

の
参
加
拡
大
に
よ
る
連
携
強
化

の
実
現
を
め
ざ
し
、
山
田
委
員

長
の
力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
、
総
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。


